


要約:近年、黄色ブドウ球菌とりわけ MRSA による新生児感染症が NICU 内で重要な問題と

なっている.われわれの施設で過去 16年間に経験した黄色ブドウ球菌による重症感染症は

38 例で病型としては敗血症が最も多く、次いで骨髄炎、関節炎が多かった.髄膜炎は 1 例

のみで稀と考える.感染のリスクの高い児は早産児、低出生体重児で、特に超未熟児、28

週未満の未熟児である.また日齢 5 以内の発症例はなく、この期間の抗生物質療法はブド

ウ球菌をカバーする必要はないであろう.MRSAは起炎菌の 65%を占め、特に 1984 年以降、

その頻度が高くなっている.


